
■ 施工断面図

■ 支柱固定方法
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支柱設置穴充填材料表( 1 箇所当り)

『道路土工擁壁工指針』に示してある防護柵
の衝突荷重30kN（Ｂ・Ｃ種）に対して、ガ
ードクリフ部材の強度の安全性を確認 し
ています。

■ 衝突荷重載荷状況衝突荷重実物構造実験

単位 m3

標準施工図
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アスファルト
またはモルタル
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要領：ガードクリフのＨ-1750（L=2.0m）3本を連結

し中央の製品にガードレール支柱を設置する。

支柱に水平に30kNの荷重を作用させ、たわみ量、

荷重の分布状態などを測定。
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１.土質条件が砂質土、（）内は粘性土の場合の安定計算から求まる
　 値です。

２.現地地盤の長期許容支持力度が常時の地盤反力度を上回る必要　
があります。

３.現地地盤の短期許容支持力度が衝突荷重作用時の地盤反力度を　
上回る必要があります。
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※（　）内の数値は粘性土用を示します。
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（10m当り）■ 数量表
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衝突荷重作用時
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